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大栄環境株式会社による産業廃棄物処理施設（管理型最終処分場）の変更に係る生活環境影響調査結果の概要
	
	調査項目
	現況調査方法
	予測
	予測結果

	
	
	
	予測地点（範囲）
	予測手法
	予測条件
	

	大気質
	○埋立作業
	○粉じん
	○資料調査

・大気汚染常時監視局（緑ヶ丘小学校）のデータを整理

· 現地調査

＜大気質1地点＞

· 事業予定地内において夏季及び冬季に１回ずつ測定（一酸化窒素、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、風向・風速）

＜交通量：騒音・振動と同地点＞

· 国道170号　2地点
· 市道唐国久井線　1地点
	○周辺住居を考慮し、事業計画地周辺
	○ビューフォートの風力階級に基づく定性的な予測手法

○類似事例の引用
	○風速：大気汚染常時監視局のデータ、現地調査結果
	○粉じん(P5-1-10)

風力階級４（砂ぼこりが立つ風速5.5m/s）以上の割合は年間4.6%となっており、処分場周囲に植樹、外周にフェンスを設け、状況により散水を行い、周辺に森林緑地が広がっていることから影響は小さい。なお、今回の予測結果は設置時の予測結果と同様。

	
	
	○二酸化窒素(NO2)

○浮遊粒子状物質(SPM)
	
	○事業予定地を含む東西及び南北各２kmの範囲
	○前回の調査結果及び現地調査結果等を基にした定性的予測

※前回は、プルーム・パフモデルによる定量的予測
	○風向・風速：大気汚染常時監視局のデータ


	○二酸化窒素（最大着地濃度地点）(P5-1-14)
　年平均値　寄与0.00167ppm、BG0.012ppm
　将来１日平均値の年間98％　0.032ppm

　→環境基準値（0.04～0.06ppmのゾーン内またはそれ以下）以下

○浮遊粒子状物質（最大着地濃度地点）(P5-1-14)

　年平均値　寄与　0.00055mg/㎥、BG  0.024mg/㎥

　将来年間２％除外値 0.0595mg/㎥

  →環境基準値（0.1mg/㎥）以下

　設置時の予測結果とほとんど変わらない。

【現況調査結果】
○二酸化窒素（敷地境界付近）(P5-1-6)

　1時間値の最高値0.054ppm（環境基準値0.2ppm）

日平均値の最高値0.021ppm（環境基準値0.04～0.06ppmのゾーン内またはそれ以下）

○浮遊粒子状物質（敷地境界付近）(P5-1-7)
1時間値の最高値0.086mg/㎥（環境基準値0.2mg/㎥）

日平均値の最高値0.059mg/㎥（環境基準値0.1mg/㎥）

	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○二酸化窒素(NO2)

○浮遊粒子状物質(SPM)
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、プルーム・パフモデルによる定量的予測

※前回は、市道唐国久井線はＪＥＡモデル、国道170号は排出量の変化による定量的予測
	○交通量：現況交通量、廃棄物運搬計画

○バックグラウンド　度：現況調査結果

○窒素酸化物から二酸化窒素への濃度の変換、年平均値から日平均値への変換：過去５年間の大気汚染常時監視局のデータを基に変換式を作成
	○官民境界での二酸化窒素(P5-1-32)

地点1（市道唐国久井線）

将来１日平均値の年間98％　西側0.028ppm 東側00.29ppm
地点２（国道170号和泉丘病院）

将来１日平均値の年間98％　西側0.028ppm 東側0.028ppm

地点３（国道170号山愛の里）

将来１日平均値の年間98％　西側0.027ppm 東側0.028ppm

→全ての地点で環境基準値（0.04～0.06ppmのゾーン内またはそれ以下）以下
○官民境界での浮遊粒子状物質(P5-1-34)

地点1～３
　年平均値　寄与　0.00001mg/㎥、BG  0.025mg/㎥

　将来年間２％除外値 0.062mg/㎥

→全ての地点で環境基準値（0.1mg/㎥）以下

【現況調査結果】

○一般環境（緑ヶ丘小学校局）での二酸化窒素(P5-1-2)

１日平均値の年間98％　0.023～0.032ppm
○一般環境（緑ヶ丘小学校局）での浮遊粒子状物質(P5-1-34)

日平均値の２％除外値　0.058～0.069mg/㎥

	騒音
	○埋立作業

○浸出液処理施設の稼動
	○騒音レベル
	○資料調査

・ 廃棄物運搬車両の走行経路における既存の騒音測定結果を整理

○現地調査（3地点）
・ 市道唐国久井線及び国道170号の沿道において騒音測定を実施


	○事業計画地の敷地境界線及び影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○伝播理論式
	○埋立作業機械及び施設の騒音パワーレベル
	○近傍住居地点の騒音(P5-2-13)

・敷地境界　63dB→環境基準値（昼間55dB）以下

　埋立作業機械は、広大な処分場内を移動しながら作業するため、敷地境界でこのような騒音が長期間継続しない。
　また、周辺は森林・ため池であるため、住居等の保全対象施設は存在せず、立地する場合には必要に応じて騒音対策を検討する。
・住居位置【180m】53dB→環境基準値（昼間55dB）以下
以上のことから、周辺地域への影響は小さい。

【現況調査結果】(P5-2-4)
・敷地境界（埋立作業機械を処分場の中央で稼動）

　西側 昼間54dB、夜間45dB  北東側  昼間51dB

南東側  昼間52dB

→環境基準値（昼間55dB、夜間45dB）以下

・近傍住居地点36dB→環境基準値（昼間55dB）以下

	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○騒音レベル
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、日本音響学会式による定量的予測

※前回は、国道170号は換算交通量の変化の程度を予測
	○交通量：現況交通量及び廃棄物運搬計画
	○官民境界での騒音(P5-2-22)
地点1（市道唐国久井線）
現況69dB　将来69dB　環境基準値（昼間65dB）
地点２（国道170号和泉丘病院）
現況68dB　将来68dB　環境基準値（昼間70dB）
地点３（国道170号山愛の里）
　現況72dB　将来72dB　環境基準値（昼間70dB）
２地点で環境基準値を満足していないが、将来予測で増加はないことから、廃棄物運搬車両による影響は小さい。

	振動
	○埋立作業

○浸出液処理施設の稼動
	○振動レベル
	○現地調査（3地点）
・ 市道唐国久井線及び国道170号の沿道において振動測定を実施


	○事業計画地の敷地境界線及び影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○伝播理論式
	○埋立作業機械及び施設の振動レベル
	○近傍住居地点の振動(P5-3-10)

・敷地境界　昼間30dB未満→規制基準値（昼間60dB）以下

　　　　　　夜間30dB未満→規制基準値（夜間55dB）以下
・近傍住居地点  30dB未満→人の感覚閾値55dB未満
以上のことから、周辺地域への影響は小さい。

【現況調査結果】(P5-3-2)
・敷地境界（埋立作業機械を処分場の中央で稼動）

　西側、北東側、南東側の３地点すべて30dB未満

→規制基準値（昼間60dB、夜間55dB）以下

・住居位置 昼間30dB未満

	
	○廃棄物運搬車両の走行
	○振動レベル
	
	○走行経路である国道170号及び市道唐国久井線の沿道3地点
	○3地点とも、建設省土木研究所提案式による定量的予測

※前回は、国道170号は換算交通量の変化の程度を予測
	○交通量：現況交通量及び廃棄物運搬計画
	○官民境界での振動(P5-3-17)
地点1（市道唐国久井線）
現況34～37dB　将来34～38dB　最大1dB増加

地点２（国道170号和泉丘病院）

現況39～41dB　将来39～42dB　最大1dB増加

地点３（国道170号山愛の里）　現況72dB　将来72dB

  現況37～41dB　将来37～41dB　最大1dB増加

道路交通振動の限度値（要請限度）(65dB)及び感覚閾値(55dB)未満であることから、廃棄物運搬車両による影響は小さい。

	悪臭
	○埋立地からの悪臭の発生

○浸出液処理施設の稼動
	○特定悪臭物質濃
　度


	○現地調査

・事業計画地境界付近において、夏季に特定悪臭物質濃度を測定

※前回は、類似施設で測定
	○影響が最大となると考えられる近傍住居位置
	○現在稼動している施設における現地調査結果等による定性的予測
	○廃棄物の種類及び性状

○施設の配置及び建築計
　画

○ガス抜き管の敷設計画

○運転計画（年間運転日数、運転時間帯等）
	○悪臭(P5-4-3)

施設測定結果
・現況調査結果

　特定悪臭物質濃度　22物質は規制基準以下（内19物質は定量下限値未満）
・予測、影響
現況で規制基準を下回っており、また埋立廃棄物は中間処理後物が多く、木くず、紙くず等の有機性廃棄物は極力少なくしている。またガス抜き孔又は竪型集水管を敷設することで地中を好気環境に保ち、悪臭の発生を抑制していることから、周辺への影響は軽微。

	水質
	○浸出液処理施設からの処理水の放流
	○環境基準生活環境項目

○環境基準健康項
　目

○農業用水項目

○ダイオキシン類


	○資料調査

・以下の既存水質調査結果を整理

1) ダイオキシン類以外の項目

放流先下流の槇尾川２地点(繁和橋、城前橋)、大津川１地点(高津取水口)

2) ダイオキシン類

大津川１地点(大津川橋)

○現地調査

・放流先下流の新池上及び新池下において生活環境項目、農業用水項目を低水期に１回、平水期に2回、健康項目、ダイオキシン類は低水期に１回測定
	○生活環境項目、健康項目

・新池下放流口

・槇尾川

（和田町城前橋、繁和橋）

・大津川（高津取水口）

○農業用水項目

・新池下放流口

○ダイオキシン類

・大津川 (大津川橋)
	○完全混合式による定量的予測

※前回は、健康項目については現況及び放流水の水質を勘案した定性的予測手法
	○受入廃棄物の種類及び性状

○想定浸出水原水の水質

○浸出液処理設備の能力及び日排水量

○浸出液の処理フロー

○放流水の水質

○放流水の放流先
	○BOD、SS、ダイオキシン類(P5-5-19)

　放流水質が予測地点の水質と同じか低い（槇尾川和田町城前橋のBODが同じ）。平均放流水量が90㎥/日と10㎥/日増加するが、浸出水処理施設の最大処理能力150㎥/日の範囲内であり、放流水質を維持できることから影響は無い。
○健康項目23項目(P5-5-19)
 　放流水質が定量下限値未満。

　放流水質を維持できることから影響は無い。

○COD(P5-5-20)

　新池下での低水期、平水期の予測結果が農業用水基準値(6mg/L)を上回ったが、放流水質が現況水質よりも低いことから、水質への影響はほとんどない。

○全りん、全亜鉛、銅、ふっ素(P5-5-21,22,24)

　寄与濃度は全亜鉛の新池下の平水期で0.01mg/Lであったが、それ以外は増加なし。また、全ての地点で環境基準値、農業用水基準値を下回っていたことから、水質への影響はほとんどない。

○全窒素(P5-5-20)

　新池下の低水期は現況濃度2.5mg/L、寄与濃度0.1mg/L、予測結果が2.6mg/Lであり、予測結果が農業用水基準値(1mg/L)を上回ったが、平水期では現況濃度0.74mg/L、寄与濃度0.22mg/L、予測結果が0.96mg/Lであり農業用水基準を下回る結果となった。寄与濃度が低く利水時期には農業用水基準を下回ることから、水質への影響は小さい。

○硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ほう素(P5-5-23,25)
増加する放流水量を最大値70㎥/日で予測した結果、一部で現況濃度の約２分の１に相当する寄与濃度となる地点があるが、全ての地点で環境基準値を下回っていることから、水質への影響は小さい。

【現況調査結果】

○槇尾川、大津川(P5-5-3～5-5-5)
・BODの75％値について、槇尾川の繁和橋(4.1mg/L)、大津川の高津取水口(3.9mg/L)であり、環境基準値(3mg/L)を超過

○新池上、新池下(P5-5-8～5-5-9)

以下の地点、時期に農業用水基準値を超過

・COD及び電気伝導度は全て
・全窒素の新池上の低水期、平水期②（農業用水利用中）及び新池下の低水期
・pHの新池上の平水期①（農業用水利用初期）及び新池下の全て


※下線を引いた箇所は前回から変更した部分
資料２
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